
親学び指導者養成講座 

「グループワークⅡ －親学び講座を効果的に行うためのポイントをまとめてみよう－」 
 

 

 

 

 

Ｇグループのまとめ 
Ｆグループのまとめ 

親学び講座の 

ポ イ ン ト 

講座の雰囲気づくり 

①アイスブレーキング 

 ・自己紹介と一言で、お互いを

知り合う。 

  例:名前＋好きなテレビ番組 

   名前＋似ている芸能人(希

望的観測でよい) 

 ・簡単なゲーム（じゃんけんな

ど、短い時間でルールの説明

ができるもの）を行う。 

  例：後だしじゃんけん 

    あっちむいてホイ 

講座の進め方 

①役割分担（司会、記録、発表） 

 ・くじ引き、じゃんけん、誕

生日等、ゲーム性のあるも

ので素早くきめる。 

②時間配分 
 ・時間配分は、前もって明示

しておく。 

 ・終わりの時間は、しっかり

守る。 

 ・時間係を決めておく。 

③発表 
 ・人の意見のよいところを参

考にする。 

 ・事前に１グループ○分と決

め、長くならないようにす

る。 

事前の準備 
①エピソードを決める 
 ・どんなテーマについて話し

たいか、事前にアンケートを

とると参考になる。 

 ・事前にエピソードをお知ら

せ（配布）すると話合いがス

ムーズになる。 

②座席の配置 
 ・椅子等は丸く配置して話し

やすいようにする。 

③託児やお子様連れにも配慮 
 ・できれば絵本やおもちゃな

どがある場所を用意し、講座

の間、子どもたちが過ごせる

ようにする。 

話 合 い 

①答えは求めない 

 ・みんなで話す（気づく）こ

とが大切である。 

 ・いろいろな意見がでるよう

にする。 

 ・話合いを偏った方向にもっ

ていかない。 

②人の意見を否定しない 
 ・意見を否定すると、話合い

への参加意欲が低下する。 

③みんなが平等に話す 
 ・一部の人だけで話が終わら

ないようにする。 

④相手の意見をしっかり聞く 
 ・自分の意見を主張するだけ

ではなく、相手の意見もしっ

かり聞く。 

指導者として 

①最初（つかみ）が大切 

 ・自己紹介等で雰囲気を和ら

げる。 

②温かい雰囲気 
 ・いつも笑顔で接する。 

 ・話す人の顔を見てうなずき

ながら聞く。 

 ・話の内容を復唱して分かり

やすくする。 

③リラックスできるように 
 ・時には自分自身の失敗談等

を話し、参加者が話しやすく

する。 

④個人情報は守る 

グループ作り 

①グループの人数と数 

 ・５～６人のグループが理想

であるが、参加者が多い場合

は、グループ数が多くなりす

ぎないように考慮する。 

②均等なグループ 
 ・仲のよい人だけで集まらな

いようにする。 

 ・男女、年齢、町内等がばら

ばらになるようにする。 

③グループに名前 
 ・グループの名前は「A」「B」

等ではなく、好きな食べ物や

動物等の名前をつけると、参

加者の意欲が高まる。 

平成２３年９月１１日 

１３：００～１４：２０ 

グループワークⅡでは、受講者のみなさんに、親学びの講座をより効果的に行うための
ポイントを作成していただきました。 


